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付属資料 I.4 予備環境調査(1/4) 

 

プロジェクト概要（ＰＤ）表  

 

１） プロジェクト名 

マーシャル諸島共和国ジャルート環礁漁村開発計画 

２）プロジェクトの要請背景及び目的 

「マ」国は 29 の環礁と 5つの島からなり、人口は約 5万人である。都市部のマジュロ環

礁及びクワジェリン環礁に人口の約 7 割が集中し、他の離島との間に大きな経済格差が

生じており、離島開発は最大の課題となっている。都市部は鮮魚の供給不足に陥ってい

る。同政府は表記計画を策定し、その実現に必要な施設･機材の整備支援を日本政府に要

請した。本プロジェクトの目的は無償資金協力により、これら整備の妥当性を検証し、

基本設計を行うものである。 

３） プロジェクトの概要 

項   目 内     容 

事業実施地域の概況 ジャルート環礁はマジュロ南西約 230ｋｍに位置し、サイト

の有るジャボール地区には大型船舶用の接岸岸壁、発電所、

給油所、病院、高等学校等が整備されている。 

受益人口及び受益面積 ジャルート環礁の人口は約 1700 人、陸地総面積は約 11km2 

事 業 の 内 容 漁業基地建物及び漁船･運搬船用接岸施設の建設、及び漁業生

産用機材、漁業基地用機材、運搬船等の調達 

実 施 機 関 「マ」国資源開発省海洋資源局(MIMRA) 

環 境 関 係 機 関 「マ」国環境保護局(EPA) 

４） プロジェクトのコンポーネントと計画規模 

②ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄの形態 ③事業規模 ①主要ｺﾝﾎ゚ ﾈーﾝﾄ 

（開発行為） 新規 改修 面積･池数･海区数等 主要構造物の規模 
④備考 

a. 漁 業 ○ 無し － － 機材供与 

b. 増 殖 無し 無し － － － 

c. 養 殖 無し 無し － － － 

d. 漁 港 無し 無し － － － 

e. 加 工 無し 無し － － － 

f. 流 通 ○ 無し 316m2 

24 m2 

37 m2 

漁業基地建物 

接岸施設 

接岸施設 

運搬船 

g. その他 無し 無し － － － 
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付属資料 I.4 予備環境調査(2/4)  

 

プロジェクト概要（ＳＤ）表  

 

１） プロジェクト名 

 

２） プロジェクト対象地域の社会立地条件 

土地所有利用形態・制度 酋長制度による個人所有 

人 口 約 1700 人(1999 年センサス) 

周辺の経済活動（他産業の影響も含む） コプラ生産及び漁業 

慣行制度（漁業権等） コプラ生産の 30％を酋長に納付 

先住民・少数民族等 無し 

公 衆 衛 生 天水利用、便所は地下浸透式 

そ の 他 無し 

 

３） プロジェクト対象地域の自然立地条件 

気 候 熱帯性海洋気候 

地 形 ・ 地 勢 サンゴ環礁、標高 3m の平坦な地形 

水 文 ・ 水 質 平均年降雨量約 3300ｍｍ、地下水は飲料不適 

地 質 ・ 土 壌 地表：サンゴ砂、地盤：サンゴ岩 

植 生 ココヤシ、パンダナス、パンの木等 

貴重な生物種・自然 黒サンゴ、クロチョウ母貝、大シャコガイ 

そ の 他 無し 

 

 

 

マーシャル諸島共和国ジャルート環礁漁村開発計画 
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付属資料 I.4 予備環境調査(3/4) 

 

スコーピング用チェックリスト（社会環境）スコーピング用チェックリスト（社会環境）スコーピング用チェックリスト（社会環境）スコーピング用チェックリスト（社会環境）  
環境項目 環境インパクトの程度１） 

（大項目） 
 （中項目） 
  （小項目） 

A B C D 判断の内容２） 

 
１．社会生活 
（１）住民生活 
 １．計画的な住居移転   ○   
 ２．非自発的な住居移転   ○   
 ３．生活様式の変化   ○   
 ４．住民間の軋轢   ○   
 ５．先住民･少数民族等   ○   
 ６．陸上交通量の増加   ○   
 ７．その他   ○   
 
（２）人口問題 

     

 １．人口増加   ○   
 ２．人口構成の急激な変化   ○   
 ３．その他   ○   
 
（３）住民の経済活動 

     

 １．経済活動の基盤移転  ○   漁業生産の傾斜拡
大 

 ２．経済活動の転換･失業   ○   
 ３．所得格差の拡大   ○   
 ４．その他   ○   
 
（４）制度・慣習 

     

 １．漁業権・水利権の再調整   ○   
 ２．組織化等の社会構造の変更  ○   漁民の意識改革 
 ３．既存制度・慣習の改革   ○   
 ４．その他   ○   
 
２．保健衛生 

     

 １．水産医薬品等使用量の増加   ○   
 ２．風土病の発生   ○   
 ３．伝染性疾病の伝播   ○   
 ４．貝類の毒化   ○   
 ５．残留薬剤（水産用医薬品等）   ○   
 ６．廃棄物・排泄物の増加   ○   
 ７．その他   ○   
 
３．史跡・文化遺産・景観等 

     

 １．史跡･文化遺産の損傷と破壊   ○   
 ２．貴重な景観の喪失   ○   
 ３．埋蔵資源への影響   ○   
 ４．その他   ○   
       
 
注 A: 重大なインパクトが見込まれる。 
 B: 多少のインパクトが見込まれる。 
 C: ほとんどインパクトは考えられないため IEEあるいは EIAの対象としない。 
 D: 不明（検討する必要はあり、調査が進むにつれて明らかになる場合も十分に 

考慮に入れておくものとする）。 
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付属資料 I.4 予備環境調査(4/4) 

 

スコーピング用チェックリスト（自然環境）スコーピング用チェックリスト（自然環境）スコーピング用チェックリスト（自然環境）スコーピング用チェックリスト（自然環境）  
 

環境項目 環境インパクトの程度１） 
（大項目） 
 （中項目） 
  （小項目） 

A B C D 判断の内容２） 

 
４．貴重な生物・生態系地域 
○ １．植生変化   ○   
 ２．貴重･固有動植物種への影響   ○   
 ３．生物種の多様性への影響   ○   
 ４．水産資源への影響  ○   約 25％の生産増 
 ５．有害生物の侵入・繁殖   ○   
 ６．干潟の消滅   ○   
 ７．藻場の消滅   ○   
 ８．マングローブ林の消滅   ○   
 ９．珊瑚礁の消滅   ○   
 １０．その他   ○   
 
５．土壌･土地 
（１）土壌 

     

 １．土壌侵食   ○   
 
（２）土地 

     

 １．地盤沈下   ○   
 
６．水文・水質等 
（１）水文 

     

 １．河川の流況変化   ○   
 ２．地下水の流況・水位変化   ○   
 ３．土砂の堆積   ○   
 ４．流況への影響   ○   
 ５．波浪への影響   ○   
 ６．漂砂への影響   ○   
 ７．舟運への影響   ○   
 ８．その他   ○   
 
（２）水質・底質 

     

 １．水質汚染   ○   
 ２．底質汚染   ○   
 ３．富栄養化   ○   
 ４．水温の変化   ○   
 ５．その他   ○   
 
（３）大気等 

     

 １．悪臭   ○   
 ２．騒音・振動   ○   
 ３．その他   ○   
       
 
注 A: 重大なインパクトが見込まれる。 

B: 多少のインパクトが見込まれる。 
 C: ほとんどインパクトは考えられないため IEEあるいは EIAの対象としない。 
 D: 不明（検討する必要はあり、調査が進むにつれて明らかになる場合も十分に 

考慮に入れておくものとする）。 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 I.5  MIMRA指導船を本プロジェクトで整備する場合とチャーター指導船を本プロジェクトで整備する場合とチャーター指導船を本プロジェクトで整備する場合とチャーター指導船を本プロジェクトで整備する場合とチャーター
する場合の費用比較する場合の費用比較する場合の費用比較する場合の費用比較 

 

利用日数 指導船を整備した場合の費用 指導船をチャーターした場合の費用 
漁業区域設定調査：当初 9ヶ
月間(9地区に各 4日間、合計
36日間) 

往復燃費＋調査燃費：($123 + 
$62 x 3日 x 1地区) + (62 + 62 
x 3.5 x 4) + ($42 + 62 x 3.5 x 3) 
= $1,932 

($300/日 x 4日 x 1地区 + 150 x 4 x 4 + 
90 x 4 x 3) = $4,680 

漁獲記録記入方法講習会：漁
船配備先各 1回。当初 1ヶ月
間(1回 2日間、合計 16日間) 

往復燃費：($123 x 2個所+ 62 
x 2 + 42 x 3) = 406$ 

(300 x 2 x 2 + 150 x 2 x 2 + 90 x 2 x 3) = 
$2,340 

漁業操業実態調査：調査は 2
週に 1回の割合で漁船配備先
各 1箇所。これを各 3回繰り
返す (1 回 2 日間,合計 32 日
間)。モニター活動は各配備
先で (1個所 2日間、年間合
計 32日間) 

実態調査(初年度のみ、往復
燃費＋調査燃費)： ($123 + 
$42 x 1日 x 3回) x 2個所 + 
(62 + 42 x 1 x 3) x 2 + (42 + 42 
x 1 x 3) x 4 = $2,594 
モニター活動(次年度以降、
往復燃費＋調査燃費)： 
(($123 + $42 x 1日 x 2回) x 2
個所 + (62 + 42 x 1 x 2) x 2 + 
(42 + 42 x 1 x 2) x 4 = $1,210 

実態調査(初年度のみ)： 
(300 x 6 x 2 + 150 x 6 x 2 + 90 x 6 x 3) = 
$7,020 
 
 
モニター活動(次年度以降)： 
(300 x 4 x 2 + 150 x 4 x 2 + 90 x 4 x 4) = 
＄5,040 

保護区域設定調査：当初 6ヶ
月間は保護区域予定地での
JADAモニター活動の側面支
援 (合計 12間)。その後 6ヶ
月以内で保護区域設定に係る
現場確認。(1区域 2日間、5
区域合計 10日間).  

JADA 側面支援：JADAよ
り、燃費 + 1日$40の支払い
を受ける。 
現場確認(往復燃費＋調査燃
費)： 
($123 + $42 x 1回 x 1個所) + 
(62 + 42 x 2 x 2) + (42 + 42 x 2 
x 2) = $521 

JADA側面支援：この場合は側面支
援はしない。 
 
現場確認： 
 
(300 x 2 x 1 + 150 x 2 x 2 + 90 x 2 x 2) = 
 $1,560 

 
 

費用合計 

初年度： $5,453 + 船外機原価
償却費$654 = $6,107 
次年度以降：$1,210 +船外機
原価償却費$654 = $1,864 

初年度  ：$15,600 
 
次年度以降：$5,040 

注１：ジャボールを基点とするボート･チャーター料及び往復燃費はジトケン地区で各$300，
$123、メジャット/イムロジ地区で各$150，$60、イミエッジ,ジャルート、メジリロッ
ク地区で各$90，$42、ジャボール地区は燃費 0である。 

注 2：漁業区設定調査での船の走行距離は 1日当たり 50 km(燃費で約$62)、漁業実態調査で
の走行距離は 1日当たり 35km(燃費で約$42)と想定した。 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 I.6I.6I.6I.6    プロジェクト漁船の運行計画プロジェクト漁船の運行計画プロジェクト漁船の運行計画プロジェクト漁船の運行計画    

 

（１）プロジェクト漁船用燃料の消費量 

各地区を基地からの距離により大別すると、環礁北端のジトケン地区とその他６地区２

地域に分けられる。この２地域におけるプロジェクト漁船の運航計画と燃料消費量を下表

に示す。 

プロジェクト漁船の運航計画、所要時間及び燃料消費量プロジェクト漁船の運航計画、所要時間及び燃料消費量プロジェクト漁船の運航計画、所要時間及び燃料消費量プロジェクト漁船の運航計画、所要時間及び燃料消費量    

業務 漁船

片道 往復 ｽﾋﾟｰﾄﾞ
(kt/h）

片道 往復 L×台 片道
(L)

往復
(L)

ジトケン 氷取り

以外の 20 40 24 28 56 13×2 12.1 24.2

地区 漁穫

10 20 24 14 28 13×2 6.0 12.0

24 30 13×2 13.0

魚を

届ける 20 40 24 28 56 13×2 12.1 24.2

73.4

ジトケン 氷取り

地区 50 100 24 1h 9 2h 18 13×2 30.0 60.0

漁穫

10 20 24 14 28 13×2 6.0 12.0

24 30 13×2 13.0

魚を

届ける 50 100 24 1h 9 2h 18 13×2 30.0 60.0

145.0合計

ｼﾞｬﾎﾞｰﾙまで平均

漁場まで

操業移動

ｼﾞｬﾎﾞｰﾙまで平均

航行距離(km) 所要時間(分） 燃料消費量

合計

ｼﾞｬﾎﾞｰﾙまで平均

漁場まで

操業移動

ｼﾞｬﾎﾞｰﾙまで平均

 

上表より、ジトケン地区以外の地区は基地まで片道約３０分、往復１時間、燃料消費量は

往復約２４Lであり、一操業あたり約７４Lで合成樹脂タンク（24 リッター）４個量に相

当する。一方、ジトケン地区は基地まで片道約１時間１０分、往復２時間２０分、燃料消

費量は往復約６０Lであり、一操業あたり１４５Lで合成樹脂タンク（24 リッター）６個

に相当する。即ちジトケン地区のプロジェクト漁船は他の地区の漁船に比べて燃料を倍消

費することになる。 

 

（２）ジトケン地区のプロジェクト漁船の燃料節約 

ジトケン地区の漁船の燃料消費量は他地区の２倍のため、漁民に燃料費の負担が倍かか

り、漁民の生産意欲の減退と不公平感を抱かせることになる。ジトケン地区と基地との中

間地点に位置するメジャット地区を中継点として、ジトケン地区の漁民はメジャットまで
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保冷箱を運んだり、燃料を取に来たりし、基地まではメジャットのプロジェクト漁船に便

乗運搬することにすれば、他の地区と同じ条件になり燃料の節約ができる。 

よって、ジトケン地区の漁船は、メジャットを中継基地として稼動する。 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 I.8I.8I.8I.8    漁獲及び流通用氷の漁獲物に対する使用割合漁獲及び流通用氷の漁獲物に対する使用割合漁獲及び流通用氷の漁獲物に対する使用割合漁獲及び流通用氷の漁獲物に対する使用割合    

 

1．保冷箱の熱損失による氷融解量 

 (1)漁獲段階（保冷箱は屋外、船の甲板に置かれる） 

   保冷箱寸法    ：1.04m×0.501m×0.533ｍ 

   熱伝導面積(A)  ：(1.04＋0.501)×2×0.533＋1.04×0.501×2＝2.7 ㎡ 

   熱伝導係数(K)  ：入／ｔ＝0.032/0.04＝0.8kcal/㎡ｈ℃ 

             入＝0.032kcal/㎡ｈ℃(熱伝導率) 

             ｔ ＝0.04ｍ（保冷の厚さ） 

   外気温（Ｔ1）  ：28℃+10℃（太陽輻射熱）＝38℃ 

             昼；太陽直射下における輻射熱相当温度 20℃ 

             夜；太陽直射なし 

             昼、夜 12 時間ずつとすると平均 10℃となる 

   箱内温度（T2）  ：0℃ 

   氷の融解潜熱（L）：80kcal/kg 

   熱損失      ＝A×K×（Ｔ1－Ｔ2） 

            ＝2.7×0.8×（38－0）＝82.1kcal/h 

   時間当り氷融解量 kcal/h＝82.1÷80＝1.03kg/h 

 

 (2)流通段階（保冷箱は屋内、荷捌場に置かれる） 

   保冷箱寸法     ：1.04m×0.501m×0.533ｍ 

   熱伝導面積(A)   ：(1.04＋0.501)×2×0.533＋1.04×0.501×2＝2.7 ㎡ 

   熱伝導係数(K)   ：入/ｔ＝0.032/0.04＝0.8kcal/㎡ｈ℃ 

              入＝0.032kcal/㎡ｈ℃(熱伝導率) 

              ｔ＝0.04ｍ（保冷の厚さ） 

   外気温（Ｔ1）    ：28℃ 

   箱内温度（T2）   ：0℃ 

   氷の融解潜熱（L）  ：80kcal/kg 

   熱損失        ＝A×K×（Ｔ1－Ｔ2） 

              ＝2.7×0.8×（28－0）＝60.5 kcal/h 

   時間当り氷融解量 kcal/h＝60.5÷80＝0.76kg/h 

 

2．運搬船魚倉の熱損失による氷融解量 

   魚倉大きさ・容積  ：3ｍ×1.6ｍ×0.8ｍ，3.84ｍ3 

   熱伝導面積(A)    ：(3+1.6)×2×0.8+3×1.6×2＝17 ㎡ 

   熱伝導係数(K)   ：0.8kcal/㎡ｈ℃ 

付 I-18



 

 

   海水温(T1)     ：28℃ 

   魚倉内温度(T2)   ：0℃ 

   氷の融解潜熱(L)   ：80kcal/kg 

   熱損失         ＝Ａ×K（T1－T2） 

               ＝17×0.8×（28－0）＝380.8kcal/h 

   時間当り氷融解量 kcal/ｈ＝380.8÷80＝4.8kg/h 

 

3．漁業基地で氷を購入後、操業し、漁獲物を基地に搬入するまでに必要な氷量(漁獲段階) 

 (1)保冷箱の熱損失による氷融解量 

   保冷箱の数     ：マジュロ向け 19 箱、キリ向け 5箱＝計 24 箱 

   時間        ：24 時間 

   時間当り氷融解量  ：1.03kg/h.箱 ［１.(1)より］ 
   氷融解量合計＝1.03×24×24＝593kg 

 

 (2)魚冷却用氷量 

   捕獲量        ：1,320ｋｇ 

   魚の比熱及び魚体温度 ：0.8，28℃ 

   冷却温度       ：5℃ 

   氷の潜熱       ：80kcal/kg 
   必要氷量＝1320×0.8×（28－0）÷80＝370kg 

 

   合計(1)＋(2)＝593＋370＝963kg 

 この氷量は漁獲物がジャボールに搬入された時、氷が全部融けてしまっている計算であ

る。実際には時間ロスを考えて、魚重量の 20％程度の氷が残っているのが普通である。こ

の氷量は 1320kg×20%＝264 である。その他、氷の取扱ロスが 5%程度ある。よって、漁獲

段階に必要な氷量は 

   (963＋264)÷0.95＝1,292kg 

魚と氷の比率は 1,320:1,292＝1:0.98 となり、漁獲段階ではほぼ１：１である。 

 

4．キリ島向けの魚を基地で処理した後、輸送するまでの間に必要な氷量(流通段階) 

 (1)保冷箱の熱損失による氷融解量 

   保冷箱の数      ：5 箱 

   時間         ：時間 

   時間当り氷融解量  ：1.03kg/h.箱 ［１.(1)より］ 
   氷融解量合計＝1.03×5×4＝21kg 
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 (2)基地で荷捌き中に温度上昇した魚を冷却するのに必要な氷量(流通段階) 

   キリ島向け魚の量     ：270kg 

   魚の比熱、初温及び終温  ：0.8、15℃及び 0℃ 

   必要氷量＝270×0.8×（15－0）÷80＝41kg 

   合計(1)＋(2)＝21＋41＝62kg 

 この氷量は魚がキリ島に到着した時、氷が全部融けてしまっている計算である。実際に

は漁獲段階と同じく魚重量の 20％程度の氷が残っているとすると、この氷量は 270kg×

20%＝54kg となる。またロスを 5%見込むと、キリへの流通段階に必要な氷量は以下の通り

となる。 

   (62＋54)÷0.95＝122kg 

 したがって、魚と氷の比率は 270：122＝1：0.45 となり、流通段階では約１：0.5 であ

る。 

 

5．マジェロ向けの魚を基地で処理後、輸送するまでの間に必要な氷量(流通段階) 

 (1)魚倉の熱損失による氷融解量 

   氷融解量       ：48kg/h （2 より） 
   時間         ：24 時間（水曜夕方から木曜夕方まで） 

   氷融解量合計＝4.8×24＝115kg 

 

 (2)運搬船への積込み前、荷捌場に置いておかれる間の熱損失による氷融解量 

 基地に搬入された魚は、処理後氷詰めにされて運搬船に積込まれるまで、荷捌場に置か

れる。基地に搬入される魚の半量が午前に、残りの半量が午後に搬入されると想定する。

午前に搬入された魚は処理後、午前 10 時より午後 4時までの約 6時間、また午後に搬入

された魚は午後 2時より午後 4時までの約 2時間、午前午後合わせて平均すると約４時間

保冷箱に入ったままの状態で荷捌場に置かれる。この間の氷融解量は以下の通り。 

   保冷箱の数      ：マジュロ向け 19 箱、キリ向け 5箱＝計 24 箱 

   時間         ：4 時間 

   時間当り氷融解量   ：0.76kg/h.箱 ［１.(2)より］ 
   氷融解量合計＝0.76×4×24＝73kg 

 

 (3)基地での荷捌き中に温度上昇した魚を冷却するのに必要な氷量 

   マジェロ向けの魚重量   ：1,050kg 

   魚の比熱、初温及び終温  ：0.8，15℃及び 0℃ 

   必要氷量＝1,050×0.5×0.8×(15－0)÷80＝158kg 

 

    計(1)+(2)+(3)＝115＋73＋158＝346kg 
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 この氷量は魚がマジュロに着いた時に氷が全部融けてしまっている計算である。実際に

は魚重量の 20％程度の氷が残っているとすると、その量は 1050kg×20%＝210kg となる。

またロスを 5%見込むと、マジュロへの流通段階に必要な氷の量は以下の通りとなる。 

    (340＋210)÷0.95＝585kg 

魚と氷の比率は 1050：585＝1：0.55 となり、流通段階では約１：0.5 である。 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 I.10I.10I.10I.10    必要最小船長の設定必要最小船長の設定必要最小船長の設定必要最小船長の設定    

 

1111）計画運搬船の与条件）計画運搬船の与条件）計画運搬船の与条件）計画運搬船の与条件    

 本プロジェクトの基本計画より導かれる運搬船設計上の与条件は以下の通りである。 

 －満載時巡航速度：13 ノット 

 －定格エンジン馬力数：約 230～260(燃料消費：巡航速度で約 60 リッター/毎時以内) 

 －航海日数：マジュロからジャルートへ片道（130 海里）；1 日（日中約 10 時間） 

       ジャルートで荷積みキリ島間往復（70 海里）；1 日（日中約 6.5 時間） 

       ジャルートで漁獲物荷捌き・荷積み；1日 

       ジャルートからマジュロへ片道（130 海里）；1 日（日中約 10 時間） 

       合計 4 日間 

 －航続距離：マジュロ・ジャルート間往復距離 260 海里の 2 倍 520 海里 

 －乗組員数：常勤 3 名（船長、機関員、甲板員各 1 名）、月に 1 度 MIMRA 本部職員 1 名、

計 4 名 

 －魚倉容量：約 3.15ｍ３、船体前部甲板の占有面積；長さ約 3.6ｍ x 1.8m  

 

 [説明] 

 計画出荷量 1,050kg の鮮魚を氷蔵して運搬するには鮮魚重量の 1/2 に相当する氷を加え

る必要がある。計画されているプレートアイスの場合のカサ比重は 0.5 と想定されるので

魚倉容量として 3.15ｍ３を確保する必要がある。また魚種は A、B、C、D の 4 クラス分けて

氷蔵する。マジュロで販売されているアルノ環礁からの鮮魚の各クラス販売量比率は概略

A：B：C：D＝1.5：3.0：1.5：4.0 である[1.2.2(1)5）に示されている表「テロン魚販売所

魚価別販売量」を参照]。ジャルートの魚類資源もアルノと類似していると考えられること

から、ジャルート漁獲物のクラス分けもこれに類似するとの想定で、上記必要魚倉容量

（3.15ｍ３）は以下のような容量に振り分ける。 

  ・A クラス魚用魚倉：0.47ｍ３ 

  ・B クラス魚用魚倉：0.94ｍ３（0.47ｍ３ x2） 

  ・C クラス魚用魚倉：0.47ｍ３ 

  ・D クラス魚用魚倉：1.26ｍ３（0.63ｍ３x2） 

 船の設計上、魚倉は船体中心線に左右対称に配置する必要があるため、計画運搬船では

約 0.5ｍ３魚倉を 4 個、約 0.7ｍ３魚倉 2 個を配備する。この規模の FRP 船の喫水深さは 1m

前後と浅いので魚倉内の深さは通常 80cm 程度である。また魚倉は四方を厚さ 100mm のポリ

ウレタンで保冷される。この条件下で、上記魚倉を配置するには操舵室から船首に向けて

概略寸法で長さ 3.6m x 幅 1.8m のスペースを前部甲板に確保する必要がある。 

 船幅については、船の両舷は幅 0.2m のガンネル(上縁)と人が船の前部と後部を行き交う

ための幅 0.7m の通路で構成されるため、両舷合計で 1.8m の幅が必要である。また船の必

付 I-23



 

 

要装備を出来るだけ船体中心線に左右対象に配置する必要がある。上述の如く、魚倉の幅

は約 1.8m となるため、必要船幅は両舷幅(約 1.8m)+魚倉幅(約 1.8m)=約 3.6 とする。 

 

２）必要装置の配置に基づく必要最小船長の設定２）必要装置の配置に基づく必要最小船長の設定２）必要装置の配置に基づく必要最小船長の設定２）必要装置の配置に基づく必要最小船長の設定    

 上記与条件を満たし、且つ安全な航海を遂行するのに必要な装置とスペースは配置は以

下の通りである。また船幅(約 3.6m)に対する必要装備の配置は両舷幅 1.8m を差し引いた

1.8m の幅の範囲内に出来るだけ左右対称に配置させることとする。 

 －前部甲板用器具物入れ：前部甲板上の魚倉前方に隣接させる。船首部であり船幅は急

速に先細になるため、船体中心線上に 1個のみ配備。収納物はダンフォース型 30kg 錨 2

個、錨綱 20mm x 約 100m、アンカーチェイン 8mm x 5m、係船索 20mm x 約 20m x 2 セッ

ト等である。必要概略寸法は長さ 1.2m x 幅 1.0m とする。 

 

 －キャプスタン及び荷役用マスト：器具物入れと同位置左舷に錨綱を巻き上げるための

電動キャプスタンを配置する(概略寸法；0.85m x 0.65m)。また器具物入れ前部に隣接

させ、中心線上に荷役用マストを配置する。 

 

 －VOID：器具物入れ前部の甲板下の船首部をなす。密閉され、船首浮力の確保に使われ

る。平面形状は 3角形をなす。寸法は船首部形状により異なるが、この規模の船舶では

長さ約 1m である。 

 

 －船首甲板：甲板員による水先案内・係船作業スペースである。中心線上前部にビット(係

柱)及びその左舷にアンカーローラーを配置する。船首部であるので、平面形状は 3 角

形をなす。概略寸法；長さ 2.0m x 底辺部 3.0m（面積約 3.0m２）とする。アンカーロー

ラーの概略寸法は 0.65m x 0.2m である。 

 

 －フレアー：船首甲板の周辺を取り巻く波よけ。設計により寸法が異なる。外洋では先

端部で長さ 0.5～0.7ｍ程度とる。本計画では設計方針に沿い、長めの 0.7m を採用する。 

 

 －操舵室：魚倉と物入れで構成される前部甲板の後方に隣接して操舵室を配置する。室

内はダッシュボード、操舵機台、エンジンリモコンボックス、航海機器・無線機用テー

ブル、椅子、ハンドレール、立居操舵スペース,主機関点検口等が配置される。これら

の装置を配置するのに必要なスペースの概略寸法は長さ 2.5m x 幅 1.8 m となる。なお、

航海機器はレーダ、GPS、測深器、磁気コンパス等で構成し、無線設備は通信の確実性

を高めるため SSB ラジオと VHF ラジオで構成する。 

 

－船員室：船員の休憩スペースと便所から構成される船員室を操舵室後方に隣接配置する。
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必要な休憩スペースは 1人当り 1.5m２とし、3人分で 4.5 m２とする。便所は便器、洗面

器、手すりから構成し、必要スペースの概略寸法は長さ 1.0m x 幅 0.9m とする。必要ス

ペース合計 5.4 m２であるため、概略寸法は長さ 3.0m.x.幅 1.8m とする。 

 

     －賄い囲い部：船員室後方に隣接配置する。流し台、調理台、プロパンコンロから構成さ

れ、概略寸法は長さ 0.8m.x.幅 1.0m とする。 

 

 －スケグ点検口：賄い囲い部と同じく、船員室の後方に隣接配置する。人が中に入れる

よう、概略寸法は長さ 0.6m.x.幅 0.6m とする。 

 

 －真水タンク用スペース：賄い囲い部後方に隣接させ、後部甲板下に配置する。据付け

フレームを含めた真水タンク（130 リッター）の概略寸法は長さ 0.45m x 高さ 0.45m x

幅 1.2m。これに給水用のポンプ・配管と点検用スペースを含め、概略寸法は長さ0.8m.x.

幅 3.2m とする。 

 

 －後部甲板：甲板員による後部係船作業・荷役作業用スペース。賄い囲い部後方に隣接

する船尾に配置する。安全に作業できるよう、概略寸法は長さ 2.0m.x.幅 3.2m とする。

また真水タンク点検口（概略寸法は長さ 0.6m.x.幅 0.6m）を甲板面に設ける。 

 

 －機関室：配置スペースを操舵室下部及び船員室の一部下部に確保する。主機関、燃料

油水分分離器、雑用水ポンプ、手動ビルジポンプ、電動ビルジポンプ、海水フィルター、

排気配管等より構成される。概略寸法は長さ 3.0m.x.幅 1.8m となる。 

 

 －燃料タンク：520 海里の航行を可能とするためには、1,200 リッタータンク 2本を装備

する必要がある。配置スペースを船員室及び操舵室の一部にわたる両舷側甲板下に確保

する。据付けフレームを含めた燃料タンク、給油ポンプ・配管、点検作業等の合計スペ

ースの概略寸法はタンク 1本分で長さ 3.9m.x.幅 0.7m となる。 

 

 以上の配置より必要最小船長は船首部分から順に以下のスペースの総和である。 

必要最小喫水線長=VOID(1m)+前部甲板用器具物入れ(1.2m)+魚倉(3.6m)+操舵室下部

(2.5m)+船員室下部(3.0m)+賄い囲い部下部(0.8m)+真水タンク用空間

(0.8m)＝12.9m≒約 13ｍ 

必要最小全長=フレアー(約 0.7m)+船首部作業台(約 2m)+前部甲板用器具物入れ(1.2m)+魚倉

(3.6m)+操舵室(2.5m)+船員室(3.0m)+賄い囲い部下部(0.8m)+後部甲板

(2.0m)+ガンネル(0.2m)=16.0m となる。 
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BHP/W BHP BHP/W BHP BHP/W BHP
単位 m m m m3 ton ton ton knot 馬力 馬力 馬力

10 2.174 0.455 9.881 2.668 3.488 5.158 5.727 15 2.619 33.5 173 25.0 129 19.0 98
11 2.391 0.500 13.152 3.551 4.643 6.865 6.007 15 2.497 31.5 216 23.5 161 17.5 120
12 2.609 0.545 17.075 4.610 6.028 8.913 6.274 15 2.391 29.0 258 21.5 192 15.8 141
13 2.826 0.591 21.709 5.862 7.663 11.332 6.530 15 2.297 26.5 300 20.0 227 13.2 150
14 3.043 0.636 27.115 7.321 9.571 14.154 6.776 15 2.214 25.0 354 18.5 262 13.0 184
15 3.261 0.682 33.350 9.004 11.772 17.409 7.014 15 2.138 23.5 409 17.3 301 12.5 218
16 3.478 0.727 40.474 10.928 14.287 21.128 7.244 15 2.071 22.0 465 16.0 338 11.5 243
17 3.696 0.773 48.547 13.108 17.137 25.342 7.467 15 2.009 20.0 507 14.2 360 10.0 253
18 3.913 0.818 57.628 15.560 20.343 30.082 7.684 15 1.952 19.5 587 14.0 421 9.0 271
19 4.130 0.864 67.777 18.300 23.925 35.379 7.894 15 1.900 18.0 637 12.5 442 8.8 311
20 4.348 0.909 79.051 21.344 27.905 41.265 8.099 15 1.852 17.0 702 12.0 495 8.4 347

注：速度に対する船型の良否により普通型、優船型,秀船型の3型に分かれる。

船速 外洋航行のFRP船の場合は、横揺れ頻度抑制のためキールを装備する。
このため,船速画抑制される。経験値より船速は約87％低減する。
巡航速度13ノットを確保するため,船速設計には15ノットを適用する。

船長: L 喫水線の長さ(通常は構造規定「重要寸法」を船の長さとする)、単位ｍ

船長: L' 喫水線の長さ,単位フィート(ｍ＝3.28ft)
船幅: B 魚運搬船(FRP製)L/B=4.60から計算、単位ｍ

船深: D 魚運搬船(FRP製)L/Ｄ=22.00から計算、単位ｍ

総トン数 LxBxDに魚運搬船(FRP製)の係数0.27 を乗じたもので計算、単位ｍ3(トン)
試運転時排水量トン数 LxBxDに魚運搬船(FRP製)の係数0.353 を乗じたもので計算,単位ｍ3(トン)
満水状態時排水量トン数 LxBxDに魚運搬船(FRP製)の係数0.522 を乗じたもので計算、単位ｍ3(トン)

速力･船長比：フィートで計算した場合、1.2未満が望ましいとされている。

B.H.P ブレーキホースパワー(純馬力或いは制動馬力),単位ＨＰ

注:馬力数は排水量（W） に対する馬力数(BHN)比と 値との関係を示す標準曲線より読み取る。
(付属資料11参照)

漁船監査規則の速力試験(優船型喫水船長１３ｍ及び１４ｍ･船速15ノット時)   V=船速ノット
L=喫水船長ｍ

喫水船長15m以下の魚運搬船の馬力数は次式を満たさねばならない。 P=馬力

喫水船長13ｍ 4.2 喫水船長14ｍ 4.0

13.4 14.5

船型別の喫水船長Ｌ(ｍ)と馬力(BHP)の関係(船速15ノット時)

船長

(L) 船幅 (B) 船深
(D)

LxBxD

付属資料I.12　計画船速に対する船型と馬力数の関係
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付属資料付属資料付属資料付属資料I.13I.13I.13I.13        プロジェクトの運営維持・管理費の算定根拠プロジェクトの運営維持・管理費の算定根拠プロジェクトの運営維持・管理費の算定根拠プロジェクトの運営維持・管理費の算定根拠    

 

本プロジェクトの運営･維持管理は基本的にはMIMRA沿岸漁業部により行われる。収支は

プロジェクト別に管理される。以下に本プロジェクトの運営に伴う見込み収入･支出の根拠

を示す。 

 

1. 収入 

本プロジェクトでは漁獲物および氷の販売収入を計上する。 

(1) 鮮魚販売収入 

－事業計画にしたがい、ジャルートからの漁獲物出荷はマジュロへ1,050kg/回、キリ島へ

270kg/回とする。その他の物資、旅客等の輸送収入は計上しないこととする。 

－運搬船による漁獲物出荷は週１回とし、天候不順による欠航を考慮し、年間出荷回数は

40回とする。 

－マジュロ及びキリ島における鮮魚販売価格は、次表に示したMIMRAが定めているマジュロ

における等級別現行価格と仮定する。 

 

マジュロ，キリ島での販売価格マジュロ，キリ島での販売価格マジュロ，キリ島での販売価格マジュロ，キリ島での販売価格    
等級  販売価格  
  ドル/lbs ドル/kg  
A  2.00 4.40  
B  1.65 3.63  
C  1.40 3.08  
D  1.10 2.42  

 

－等級別の鮮魚販売比率はアルノ環礁の漁獲物をマジュロで販売しているテロン魚販売所

の等級別鮮魚販売実績に基づくこととする。 

 

上記の条件下で、マジュロ及びキリ島における漁獲物の出荷当たり販売量、販売額は次

表に示す通りである。 

    

マジュロ，キリ島での販売量及び金額マジュロ，キリ島での販売量及び金額マジュロ，キリ島での販売量及び金額マジュロ，キリ島での販売量及び金額    
   マジュロ    キリ島   

等級 販売量 価格 販売額  販売量 価格 販売額 
 (kg/回) （ドル/kg） （ドル/回）  (kg/回) （ドル/kg） （ドル/回） 

A 131 4.40 576  34 4.40 150 
B 394 3.63 1,430  101 3.63 367 
C 131 3.08 404  34 3.08 105 
D 394 2.42 954  101 2.42 244 
計 1,050  3,364  270  866 
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すなわち、1回の漁獲物出荷による合計販売収入 = 3,364＋866 ＝ 4,230 ドル/回 

年間鮮魚販売収入 = 4,230 ドル/回×40回/年＝169,200 ドル/年 

 

(2) 氷販売収入 

本プロジェクトで消費する氷を製氷･貯氷するのに要する電気料金を氷の販売で賄うこ

ととする。 

－年間氷生産量：2.49 トン/回 x 40 回/年 = 99.6 トン/年 

－年間消費電力：製氷機 29,700 kwh/年 

  貯氷庫 11,797 kwh/年 

  合 計 41,497 kwh/年 

－電気量   ：0.13 ドル/kwh 

－氷販売収入 ：41,497kwh/年 x 0.13 ドル/kwh = 5,395 ドル/年 

  (氷販売価格：5,395 ドル/年÷99,600kg/年 = 0.055 ドル/kg) 

以上より、 

本プロジェクトの収入＝ (1) ＋ (2) ＝ 169,200 ＋ 5,395 ＝ 174,595 ドル/年 

 

2. 支出 

本プロジェクトの支出費目には人件費，漁獲物の購入費，電気料、燃料費、施設機材維

持管理費がある。 

(1) 人件費 

1)漁業基地 
MIMRA マネジャー（常勤） 5,830 ドル/年 
メカニック（契約ﾍﾞｰｽ） 3,590 ドル/年 
作業補助員 3,560 ドル/年 
小計 11,980 ドル/年 
 

2)運搬船 
船長 10,190 ドル/年 
機関員 5,820 ドル/年 
甲板員 4,370 ドル/年 
小計 20,380 ドル/年 

 

3)マジュロのテロン魚販売所 
販売員 4,200 ドル/年 

  
(1)の合計 
 

36,560 ドル/年 

 プロジェクトの要員は MIMRA が雇用するため、人件費は MIMRA の予算で賄われる。この
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ため、プロジェクトの収支計算にはこれらの人件費を含めないこととする。 

 

(2) 漁獲物購入費 

漁民からの購入量 ：1,320kg/回 

漁民からの買取価格：0.55 ドル/ポンド ＝ 1.21 ドル/kg 

購入費      ：1,320 x 1.21 ＝ 1,597.2 ドル/回 

年間購入支出   ：1,597.2 ドル/回 x 40 回/年 ＝ 63,888 ドル/年 

 

(3) 電気料 

漁業基地の年間消費電力 

製氷･貯氷庫    ：41,497 kwh/年 

冷蔵庫       ：38,122 kwh/年 

ワークショップ   ：   340 kwh/年 

エアコン      ：  5,790 kwh/年 

照明        ：  6,096 kwh/年 

合 計       ： 91,505 kwh/年 

電気料金       ：0.13 ドル/kwh（政府ﾚｰﾄ） 

電気料        ：91,505 kwh/年 x 0.13 ドル/kwh ＝ 11,896 ドル/年 

 

(4) 燃料 

1)運搬船 

マジュロ/ジャルート間距離：往復 260 海里 

ジャルート/キリ島間距離 ：往復  70 海里 

船の速度    ：13 ノット 

燃料消費量/時間：60 リッター/時間 

ディーゼル価格 ：1.05 ドル/ガロン ＝ 0.277 ドル/リッター（政府レート） 

燃料費/回   ：（260＋70）÷13 x 60 x 0.277 ＝ 421.9 ドル/回 

航海回数    ：40 回/年 

年間燃料費   ：421. 9 ドル/回 x 40 回/年 ＝ 16,876 ドル/年 

 

2)指導船 

5 地区(平均 20km 離れた場所) x 4 回/年（三ヶ月に 1回指導） 

2 地区(平均 50km 離れた場所) x 4 回/年（三ヶ月に 1回指導） 

5 地区 x 4 回/年 x 74 リッター/回 ＝ 1,480 リッター/年 

2 地区 x 4 回/年 x 145 リッター/回 ＝ 1,160 リッター/年   

      合      計        2,640 リッター/年 
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ディーゼル価格：2.03 ドル/ガロン＝0.563 ドル/リッター（ジャルート政府レート） 

燃料費    ：2,640 リッター/年 x 0.563 ドル/リッター = 1,415 ドル/年 

 

3)クレーン付トラック 

燃料消費量/年 ：227.2 リッター/年 

ディーゼル価格：1.672 ドル/ガロン ＝ 0.442 ドル/リッター（ジャルート政府ﾚｰﾄ） 

燃料費/回   ：227.2 リッター/年 x 0.442 ドル/リッター ＝ 100 ドル/年 

 

燃費の合計  ：16,876 ドル/年＋1,415 ドル/年＋100 ドル/年 ＝ 18.391 ドル/回 

 

(5) 維持管理費 

1)施設(建物、設備、岸壁) 

  土木,建築,設備等の施設の塗装,破損部の修理は 5年ごとに 15,000 ドルを要す。 

 

  2)運搬船 

  上架清掃     ：1,500 ドル/年 

  潤滑油交換    ：500 ドル/年 

  予備品交換    ：運行開始 3 年後より 600 ドル/年 

  機関オーバーホール：運行開始 7年目に 15,700 ドル 

  プロペラ交換   ：運行開始 7年目に 2,000 ドル 

 

  3)指導船 

  船体塗装     ：50 ドル/年 

  機関保守     ：運行開始 2 年間 50 ドル/年 

  機関部品交換   ：運行開始 3年後より 250 ドル/年 

 

  4)クレーン付トラック 

  保守･部品     ：使用開始 5 年目 2,000 ドル 

            使用開始 7 年目 5,000 ドル 

 

  5)製氷機器 

  年間保守     ：使用開始 3 年目より 100 ドル/年 

  機器オーバーホール：使用開始 7年目に 7,000 ドル 

 

  6)貯氷庫 

  年間保守     ：使用開始 3 年目より 100 ドル/年 
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  機器オーバーホール：使用開始 5年目、10 年目に 1,200 ドル 

 

  7)冷蔵庫 

  年間保守     ：使用開始 3 年目より 100 ドル/年 

  機器オーバーホール：使用開始 5年目、10 年目に 2,000 ドル 

 

年次ごとの維持管理費を次表に示す。 

 

     本プロジェクト運営開始本プロジェクト運営開始本プロジェクト運営開始本プロジェクト運営開始 10101010 年間の維持管理費年間の維持管理費年間の維持管理費年間の維持管理費     単位：100 ドル 
年 次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
施設 － － － － 150 － － － － 150 
運搬船 20 20 26 26  26  26 197 26 26  26 
指導船  1  1  3  3   3   3   3  3  3   3 
ト ラ ッ
ク 

－ － － －  20 －  50 － － － 

製氷機 － －  1  1   1   1  70  1  1   1 
貯氷庫 － －  1  1  12   1   1 12  1   1 
冷蔵庫 － －  1  1  20   1   1 20  1  20 
合 計 21 21 32 32 232 32 322 62 32 212 

 

(6) 更新費 

 本プロジェクト運営開始後 10年間における損耗や塩害に起因する機器の更新時期と費用

を次表に示す。 

機器類の更新時期と費用機器類の更新時期と費用機器類の更新時期と費用機器類の更新時期と費用                                        単位：ドル 
年次 5 年目 7 年目 10 年目 

エアコン －－－－    5,600 － 
指導船船外機 2,500 2,500    2,500    
魚箱  300  400 － 
無線アンテナ －    －    1,400    
秤 500kg －    －    1.100 
10kg －    －     900 
クレーン付トラック －    －    49,600 
リヤカー －    1,400 －－－－    
合  計 2,800 9,900 55,500 
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附属資料Ⅱ－2 調査日程 
 
基本設計調査Ⅰ 
 順日     日 付                内 容 
      ２０００年 
 １ ７月９日 日 東京→グアム（業務主任、水産設備機材担当、水産施設計 
  画団員 東京→ホノルル） 

  ２   １０日 月 グアム→マジュロ（業務主任、水産設備機材担当、水産施 
  設計画団員 ホノルル→マジュロ）  
  ３    １１日 火 日本大使館表敬 
  先方政府表敬及び実施機関（MIMRA）協議 
  ４     １２日 水 実施機関協議 
  ５   １３日 木 実施機関協議 
  ６   １４日 金 実施機関協議 
  ７   １５日 土 実施機関協議、関連調査 
  ８   １６日 日 団内協議、データ整理 
  ９   １７日 月 ミニッツ協議、関連調査 
 １０   １８日 火 ミニッツ協議、関連調査 
 １１   １９日 水 ミニッツ署名、関連調査 
 １２   ２０日 木 官団員帰国、関連調査 
 １３   ２１日 金 マジュロ→ジャルート 
 １４   ２２日 土 サイト調査、建築関連調査 
 １５   ２３日 日 団内協議、データ整理 
 １６   ２４日 月 サイト調査、建築関連調査 
 １７   ２５日 火 サイト調査、建築関連調査 
 １８   ２６日 水 サイト調査、建築関連調査 
 １９   ２７日 木 サイト調査、建築関連調査 
２０   ２８日 金 ジャルート→マジュロ、建築関連調査 
２１   ２９日 土 サイト調査、市場調査、建築関連調査 
２２   ３０日 日 資料解析・整理 
２３   ３１日 月 市場調査、建築関連調査 
２４  ８月１日 火 市場調査、建築関連調査 
２５     ２日 水 市場調査、建築関連調査 
２６     ３日 木 市場調査、建築関連調査 
２７     ４日 金 大使館報告 
２８     ５日 土 マジュロ→グアム 
２９     ６日 日 グアム→東京 
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基本設計概要説明 
 順日     日 付                内 容 
      ２０００年 
  １  １０月１４日  土 東京→グアム 
  ２     １５日 日 グアム 
  ３ １６日 月 グアム→マジュロ 
４   １７日 火 日本大使館表敬 

  先方政府表敬及び実施機関（MIMRA）協議 
  ５   １８日 水 ミニッツ協議（MIMRA） 
  ６   １９日 木 ミニッツ協議（MIMRA） 
  ７   ２０日 金 ミニッツ協議（MIMRA） 
  ８   ２１日  土 ミニッツ協議（MIMRA） 
９   ２２日  日 団内会議 
１０   ２３日 月 ミニッツ署名 
 １１   ２４日 火 官団員帰国、市場調査 
１２   ２５日 水  市場調査 
１３ ２６日  木 マジュロ→グアム 
１４ ２７日  金 関連調査 
１５ ２８日  土 グアム→東京 
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附属資料Ⅱ－3 関係者リスト 
 

日本側 
 
日本大使館 
 鈴木  隆  臨時大使 
  
JICA／JOCV 
 斎藤 博  JOCV事務所 調整員 
 伊豆蔵 恵美子  JOCV事務所 調整員 
 吉田 裕之  水産専門家 
 
OFCF 
吉良  克巳    水産専門家 
西井  良  水産専門家 
林    当磨  水産専門家 

 
マーシャル側 

 

RMI 
Hon. Brenson Wase Acting President/Acting Minister of R＆D/ Minister of T&C 
Hon. Litokwa Tomeing Speaker of the Nitijela (Parliament) 
Hon. Gerald Zackious Minister in Assistance to the President 
Hon. Alvin Jacklick Minister of Foreign Affairs/Trade  
Hon. John M. Silk Ministry of R&D 
Hon. Rien Morris Ministry of Public Works 
Albert Alberttar Board Member of MIMRA(Private sector) 
Mr. Danny Wase Director of MIMRA 
Mr. Danny Jack Vice Director of MIMRA 
Mr. Capitol Bani Chief Fishery Officer of MIMRA 
Mr. Terry Keji Deputy Director of Policy and Planning, R&D 
Mr. Diem Robert Acting Mayor of Jaluit Local Government 
Mr. Meath John Jaluit Local Government 
Mr. Neimat Reimers Leroij, Jaluit Atoll 
Mr. John Bungitak  President of JADA 
Mr. Jefferson Butuna Director of JADA 
Mr. Kam Wase  Director of JADA 
Mr. Takeo Miyano Director of JAFF 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 II II II II ----    6666    協力対象事業の概要協力対象事業の概要協力対象事業の概要協力対象事業の概要 

１．協力対象事業名 

マーシャル諸島共和国ジャルート環礁漁村開発計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
(1) 当該国では独立後､第 1次（1986～1990年）、第2次（1991～1996年）国家開発計画が策

定された。経済開発政策では漁業と観光業を従来のコプラ生産に続く開発産業と位置付

け､特に漁業を主要開発の柱としている。第 2次計画での開発資金総額は 2億 4700万ドル

で、インフラ整備（運輸、通信等）、社会開発（教育、保健、環境保護等）、経済開発（漁

業、農業、観光等）、政府サービス（離島振興等）に投じられた。同計画では､以下のよう

な漁業基本政策が策定された。 

1) 資源を持続的に利用しつつ、漁業部門から最大限の経済便益を引き出す 

2) 民間主導の漁業開発を促進する 

3) 漁業資源の開発・管理を促進するため管轄機関の能力を強化する 

第 3次計画は現時点まで策定されていないが､第 2次計画の開発政策が踏襲される予定で

ある。特に漁業政策の実現は未だ道半ばであり、政策継続が必要な状況にある。 

 
(2) 当該国の社会･経済事情及び日本との関係については付属資料 II-5の「当該国の社会･経
済事情」参照。 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
マーシャル国を構成する離島の中で、未だ漁業活動が効率よく行われていないジャルート環礁

に沿岸漁業基地並びに生産のための漁船・漁具等を整備することによって、同環礁における漁

業生産の向上を図るとともに、鮮魚需要の高いマジュロ及びキリ島への鮮魚の流通を促進する

ことを目的とする。 

４．協力対象事業の内容 
(1) 対象地域 
ジャルート環礁 
 

(2) インプット 
1) ジャルート環礁ジャボール地区：漁業基地（製氷貯氷施設、会議室、荷捌場、ワーク
ショップ等）、鮮魚運搬船用・漁船用の接岸施設 

2) 環礁内８ケ所：漁業生産機材（漁船、船外機、漁具、保冷箱） 
3) 鮮魚運搬船 

(3) アウトプット 
ジャルート環礁における漁業生産施設・機材の整備 
ジャルート環礁からマジュロ、キリ島への鮮魚供給手段の整備 

 
(4) 総事業費 
概算事業費 4.14 億円(日本側 4.07 億円、マーシャル国側 0.07 億円) 
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(5) スケジュール 
日本政府の無償資金協力によって実施される場合の必要な工期は、詳細設計を含め約 14.0
ヶ月が見込まれる。 

 
(6) 実施体制 
・資源開発省海洋資源局（MIMRA） 

５．プロジェクトの成果 
(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模 
 生産地となるジャルート環礁の漁民及び家族約 1,700 人（230 世帯） 
 消費地となるマジュロ環礁住民約 24,000 人及びキリ島住民約 800 人 
 
(2) 事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標 
1)ジャルート環礁における漁業生産の向上 

    2000 年（実施前） 2003 年（実施後）  

 漁獲生産 222 トン（推定） 275 トン（23.8％増）  
 年間出漁回数 8,987 人回（推定） 10,907 人回（17.6％増）  

 
(3) その他の成果指標 

1)漁業所得の創出 

      ジャルートにおける現在の漁獲物は自家消費されているが、プロジェクト実施による

漁獲増分は消費地に出荷され、漁民の所得が増加する。 

  2)動力船の安全性･漁業効率の向上 

漁業基地にワークショップが整備されることにより、船外機修理が随時可能となるため、環礁

内の動力船の安全性・漁業効率が向上する。 

 3)漁民の意識向上､適正な漁獲記録の蓄積 

 漁業基地に漁業指導船が配備されることにより､MIMRA はジャルート漁民に対して資 源の持

続的利用に係る指導・教育を行うことが出来るようになり､漁民の意識向上を促進させ､また適

正な漁獲記録の蓄積が可能となる。 
６．外部要因リスク 

(1) 必要予算の確保 

MIMRA が本プロジェクトの立ち上げ資金､恒常的な維持管理資金等の必要資金を遅滞なく確保す

る。 
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(2) ジャルート漁業基地マネジャーの人選･能力強化 

MIMRAがジャルート漁業基地のマネジャーに適正な人材を採用し、その能力強化を図る。 

 

(3) 適正な漁獲記録データ蓄積の重要性の認識強化 

ジャルート環礁において適正な資源管理の下で漁業活動が持続的に営まれるよう､漁民が出漁す

るたびに漁獲量と漁獲努力量を適正に記録し､MIMRAがそれらデータを蓄積･分析を行う。 

 

(4) キリ島での鮮魚販売体制の構築 

MIMRAは地方政府と協議し、キリ島での鮮魚販売体制の構築を促進する。 

７．今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 
1)ジャルート環礁における漁業生産増（ﾄﾝ／年） 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 IIIIIIII‐‐‐‐7777    収集資料リスト収集資料リスト収集資料リスト収集資料リスト    
 

Title Source 

(1) 1999 CENSUS OF POPULATION AND HOUSING, 2000 OPS 

(2) Report for the Future Plan of Arno Project, 1993 OFCF Expert 

(2) Daily Fish Catch Record (1989 Sept.～1991 June) Arno Atoll Fishery Association 

(3) Daily Fish Sales Record (1998 June～2000 June) Teron Fish Market 

(4) Daily Fish Sales Record (2000 Apr.～2000 July) Outer Island Fish Market 

(5) Operation Record in Jaluit (1999 Aug.～2000 May) OFCF COFDAS 

(6) Monthly Fish Sales Record of RRE (1999 June～2000 May) RRE 
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